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幸福な未来を願い
　縁桂森林フェスティバルが9月22日、縁桂森林公園で
開催されました。
　この日にあわせ、東京のカップルが樹前で結婚式を行
い、大勢の参加者が2人の門出を祝いました。
　その後行われた森の昼食会では、ジャガイモと南瓜の
塩煮や、笹谷商店から提供されたサンマ約400尾の塩焼
きが、参加者に無料で配られました。
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健
康
の
秘
訣
は
元
気
な
笑
顔

―
各
地
区
で
敬
老
会
開
催
―

　

九
月
十
九
日
の
敬
老
の
日
に
ち
な
み
、
町
内
各

地
区
で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

敬
老
会
は
、
長
寿
を
祝
い
、
多
年
に
わ
た
り
社

会
に
貢
献
し
て
き
た
お
年
寄
り
の
方
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

開
催
は
、
自
治
会
や
女
性
会
な
ど
の
各
種
団
体

が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
お
年
寄
り

に
と
っ
て
毎
年
楽
し
み
な
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
で
は
、
参
加
す
る
お
年
寄
り
に
喜
ん
で

も
ら
お
う
と
、
お
祝
い
に
は
欠
か
せ
な
い
そ
う
め

ん
な
ど
の
手
作
り
料
理
や
、
歌
・
踊
り
な
ど
の
余

興
で
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

年
々
少
し
ず
つ
対
象
者
が
増
え
る
中
、
会
場
の

飾
り
つ
け
を
豪
華
に
し
、
小
学
校
や
保
育
園
の
子

ど
も
達
が
お
祝
い
に
訪
れ
る
な
ど
、
様
々
な
工
夫

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
賑
や
か
な
会
場
で
は
、
お
互

い
の
健
康
を
祝
い
、
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
一
日
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
栄
浜
地
区
敬
老
会
が
十
月
二
十
三
日
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

本町地区

鳥山地区

姫川・旭岱・千岳野地区

元和地区 元和地区

豊浜地区 豊浜地区
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家
族
と
一
緒
に
楽
し
い
お
祭
り

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
と
べ

荘
で
、
九
月
十
一
日
、
第
十
二
回

お
と
べ
荘
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
入

荘
者
や
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
約
二
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
入
荘
者
と
家
族

の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
設
け
、
家
庭

で
一
緒
に
い
る
よ
う
な
時
間
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
ビ
ン
ゴ
大
会
や
「
乙

部
デ
ィ
ス
コ
ダ
ン
ス
を
楽
し
む

会
」に
よ
る
ダ
ン
ス
披
露
の
ほ
か
、

お
で
ん
や
お
や
き
、
焼
鳥
な
ど
の

出
店
が
並
び
、
家
族
で
ご
飯
を
食

べ
て
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
手
作
り
の
さ

か
な
釣
り
や
輪
投
げ
も
用
意
さ

れ
、
わ
た
飴
が
配
ら
れ
る
な
ど
縁

日
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
で
家
族

と
一
緒
に
楽
し
み
、
日
頃
面
会
の

少
な
い
遠
方
の
家
族
も
お
互
い
に

元
気
な
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
た

こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

慶 

祝
　
長
寿
番
付
※
平
成
二
十
八
年
九
月
十
九
日
（
敬
老
の
日
）
時
点
で
の
年
齢
で
す
。

東 番付 西
氏　　名 年齢 氏　　名 年齢

宮　﨑　ハ　ナ 105 横綱 羽　原　ト　モ 101
梅　川　チ　カ 100 大関 坂　本　かず子 99
佐　野　ウ　メ 99 関脇 大　瀧　キ　ノ 99
金　澤　イ　ト 99 小結 山　口　キ　ノ 98
大久保　俊　郎 98 前頭 町　中　コハギ 98
菅　野　キ　ナ 97 前２ 新　川　キ　ク 97
三　上　藤　雄 97 前３ 野々村　喜一郎 97
仲　尾　タカヨ 97 前４ 坪　田　さ　い 96
中　村　イ　ト 96 前５ 増　川　ゆ　う 96
松　浦　フ　サ 96 前６ 羽　田　はちよ 96
田　村　サ　タ 96 前７ 佐　藤　キミヱ 96
萬　木　ツ　ヤ 95 前８ 田　畑　トキヨ 95
小　川　フ　ミ 95 前９ 井　　　スツヱ 95
新　岡　ツルエ 95 前 10 岩　井　正　子 95
村　上　信　一 94 前 11 阿　部　喜一郎 94
櫻　井　ヨシエ 94 前 12 羽　原　吉三郎 94
櫻　井　ミ　ヨ 94 前 13 南　部　マチエ 94
野　坂　タ　ネ 94 前 14 寺　澤　テ　ル 94
佐々木　ツ　ヨ 94 前 15 三　浦　ト　ワ 94
小　田　ヤ　エ 94 前 16 石　山　きく江 94
田　森　チ　ヨ 94 前 17 笹　谷　シ　ゲ 93
工　藤　ユ　キ 93 前 18 花　谷　キミヱ 93
由　利　ア　ツ 93 前 19 中　野　ヤスミ 93
石　中　ア　イ 93 前 20 阿　部　誠　悦 93
近　藤　よ　つ 92 前 21 山　本　カツヨ 92
麓　　　千代次 92 前 22 山　本　テ　ツ 92
服　部　チ　セ 92 前 23 波　多　ミサヲ 92
澤　田　　　一 92 前 24 上　戸　ミユキ 92
浅　野　トシヨ 92 前 25 野々村　ミツヱ 92
西　川　よしの 92 前 26 近　藤　昌　藏 92
五十川　信　明 92 前 27 金　子　ス　ミ 92
亀　谷　初　江 92 前 28 近　藤　久太郎 91
笹　谷　ヤ　ナ 91 前 29 若　山　キ　ミ 91
成　田　つ　ね 91 前 30 渡　邉　トシ子 91

本町地区

鳥山地区

姫川・旭岱・千岳野地区
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緑
町
二
自
治
会
で
は
、
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
を
受
け
、
出

車
塗
装
・
装
飾
・
電
気
設
備
等
の

山
車
の
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
事
業
は
、
全
国
宝
く

じ
普
及
広
報
事
業
と
し
て
受
け
入

れ
る
宝
く
じ
受
託
事
業
収
入
を
財

源
に
し
た
も
の
で
、
住
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
を
推
進
す
る

と
同
時
に
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報

を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
助
成
事
業
で
、
よ
り
地

域
の
活
動
が
活
発
に
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
（
第
七
百

回
全
国
）
の
発
売
は
九
月
二
十
六

日
～
十
月
十
四
日
ま
で
で
す
。

縁
日
っ
て
楽
し
い
ね

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

助
成
で
山
車
改
修

　

乙
部
町
生
き
が
い
交
流
セ
ン

タ
ー
で
八
月
二
十
五
日
、
子
育
て

サ
ー
ク
ル
の
こ
ど
も
縁
日
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

親
子
同
士
の
交
流
を
深
め
る
子

育
て
サ
ー
ク
ル
の
す
く
す
く
広
場

と
ひ
よ
こ
サ
ー
ク
ル
が
、
合
同
で

毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
生

後
三
ヶ
月
か
ら
四
歳
ま
で
の
幼
児

九
人
と
保
護
者
八
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
ど
も
た
ち
は
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣

り
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ボ
ウ
リ
ン

グ
な
ど
の
ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な

り
、
景
品
を
も
ら
っ
て
喜
び
の
声

を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
祭
ば
や
し
の
音
楽

も
流
さ
れ
、
参
加
者
は
縁
日
気
分

を
楽
し
み
ま
し
た
。

産
業
ま
つ
り

　
　
　
　
食
べ
て
、
飲
ん
で
、
笑
っ
て

　

八
月
二
十
八
日
、
道
道
乙
部
漁

港
線
に
お
い
て
第
四
十
三
回
乙
部

町
産
業
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
道
道
乙
部
港
線
を
歩

行
者
天
国
に
し
た
ほ
か
、
特
設
ス

テ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
、
陸
上
自
衛

隊
第
十
一
旅
団
第
十
一
音
楽
隊

の
パ
レ
ー
ド
か
ら
始
ま
り
、
寺
島

三
姉
妹
の
民
謡
シ
ョ
ー
や
町
民

大
縄
と
び
、
景
品
入
り
も
ち
ま
き

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
デ
ィ
ス

コ
ダ
ン
ス
や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ

ン
ス
も
披
露
さ
れ
、
観
客
は
美
味

し
い
食
べ
物
や
ビ
ー
ル
を
飲
み

な
が
ら
、
歓
声
を
あ
げ
て
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
民
大
縄
と
び
大
会
で

は
、
中
学
生
か
ら
大
人
ま
で
区
別

な
く
参
加
し
、
道
路
中
央
で
熱
い

真
剣
勝
負
に
声
援
が
飛
ん
で
い
ま

し
た
。

　

夜
の
部
で
は
、
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
大
泉
逸
郎
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
、
定
番
の
「
孫
」
か
ら

始
ま
り
、
ス
テ
ー
ジ
か
ら
降
り
て

歌
い
な
が
ら
握
手
を
す
る
な
ど
、

来
場
者
は
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

歌
謡
シ
ョ
ー
後
は
、
の
ど
自
慢

大
会
も
行
わ
れ
、
用
意
さ
れ
た

テ
ー
ブ
ル
や
イ
ス
は
常
に
満
席

で
、
最
後
ま
で
活
気
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

▶
緑
町
二
自
治
会
　
蛭
子
山
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館
浦
地
区
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
工
場
が
、

九
月
一
日
か
ら
稼
動
し
、
十
二
日
に
竣
工
式
が

行
わ
れ
、
約
三
十
人
が
出
席
し
て
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。

　

工
場
を
運
営
す
る
「
命め

い
す
い水

乙
部
ボ
ト
ラ
ー
ズ
」

は
、
長
野
県
の
健
康
食
品
関
連
企
業
ア
ド
バ
ン

ス
が
出
資
し
、
設
立
し
た
企
業
で
、
町
が
所
有

す
る
当
該
工
場
を
貸
借
し
て
操
業
し
ま
す
。

　

商
品
名
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
「
か
も
め
」

を
意
味
す
る
「Gaivota

（
ガ
イ

ヴ
ォ
ー
タ
）」
で
、
乙
部
町
の
水
を

原
料
に
五
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
二

リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
製
造

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
販
売
は
ア
ド
バ
ン
ス
の
販

路
を
生
か
し
て
十
月
か
ら
全
国
販
売

し
、
町
内
の
道
の
駅
な
ど
で
も
販
売

予
定
で
す
。

　

竣
工
式
で
は
、
白
井
博
隆
社
長
が

挨
拶
し
「
品
質
に
は
自
信
が
あ
り
、

国
内
だ
け
で
は
な
く
世
界
に
も
届
け

た
い
。
そ
の
た
め
に
も
地
元
の
支
援

を
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
出
席
者
は
工
場
内
を
見

学
し
、
各
設
備
等
の
説
明
を
う
け
な

が
ら
、
疑
問
点
な
ど
を
質
問
し
ま
し

た
。 ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
工
場
が
稼
動挨拶をする白井社長

対象と思われる方へは、申請書等ご案内を郵送いたします！

平成 28 年度  臨時福祉給付金
　臨時福祉給付金とは、平成 26 年４月の消費税率引き上げによる影響を緩和するため、所得の少ない方に対し制度的な対応を行う
までの間の暫定的・臨時的な措置として給付金の支給を実施するものです。

【支給対象者】
　平成 28 年１月１日時点で住民票が乙部町にあり、平成 28 年度の住民税が課税されていない方。
　ただし、住民税が課税されている方の扶養親族や生活保護受給者などの方は対象とはなりません。

【支給額】
　支給対象者１人につき　3,000 円（1 回限りの支給）

【申請手続き】
　対象となり得る方々には受付開始の前に申請書等を送付いたします。
　受付期間内に乙部町役場町民課福祉係へ申請して下さい。（郵送可）

【申請受付期間】
　平成 28 年 10 月３日から平成 29 年１月 13 日まで（平日の９時から 17 時まで）

“障害・遺族年金受給者向け給付金”

　障害・遺族年金受給者給付金とは、一億総活躍社会の実現に向け、賃金引き上げの恩恵が及びにくい低所得の障害・遺族年金受給
者の方を支援するための措置として支給されるものです。

【支給対象者】
　平成 28 年臨時福祉給付金の支給対象者のうち、平成 28 年５月分の障害基礎年金、遺族基礎年金を受給している方。
　ただし、既に実施された高齢者向け給付金 ( 年金生活者等支援臨時福祉給付金 ) を受給された方は、対象とはなりません。

【支給額】
　支給対象者１人につき　３０，０００円（1 回限りの支給）

【申請手続き】
　申請手続きにつきましては、平成 28 年度臨時福祉給付金の申請書により行います。

【お問い合わせ先】乙部町役場　町民課福祉係（℡：0139-62-2311）
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インフルエンザ予防接種のご案内インフルエンザ予防接種のご案内
年齢により、申込み先・接種方法・料金が異なりますのでご注意下さい。

実施期間　　10 月 18 日（火）～ 12 月 27 日（火）

会　　場　　乙部町国民健康保険病院
　　　　　　受付時間　午前８時 30 分～ 11 時、午後１時～３時
申 込 み　　10 月３日（月）から受付
　　　　　　申込み先（各対象年齢の前に記載されている番号をご参照下さい。）
　　　　　　下記①②乙部町役場　町民課保健衛生係（６２－２３１１）
　　　　　　お申込み後、役場より接種のご案内、問診票、注意事項を送付します。
　　　　　　下記③乙部町国民健康保険病院（６２－２３３１）

個 　 人
負 担 金

１回目　２,２００円　　　２回目　１,５００円
生後６か月以上～１３歳未満：２回接種　　13 歳以上：１回接種　
※接種料金 1 回目 3,700 円・2 回目 3,000 円のうち、町より 1,500 円助成します。
※他の医療機関で接種する場合は、原則全額自己負担となります。
※生活保護世帯の方は、個人負担金が異なりますので申込み時にお申し出下さい。

★仕事や学校の関係で受付時間内に受診できない方へ
・以下の日程で時間外（午後３時30分～４時受付）に診療いたしますので必ず予約をお願いします。　　
（１日30名程度）
　11月2日（水）、10日（木）、16日（水）、24日（木）
　時間外診察は12月も予定しています。

※今年度より 18歳（高校生相当の年齢の方）まで助成対象が広がります。

※申込予約をしても、12 月 27 日までに接種されない方はキャンセルとなりますので、あらかじめご了　
　承ください。

●ご不明な点等がありましたら
　乙部町役場　町民課保健衛生係　電話　６２－２３１１
　乙部町国民健康保険病院　　　　電話　６２－２３３１　　までお電話ください。

①生後６か月～高校生相当の年齢 ( 平成 10.4.2 以降に生まれた方 ) の方　

個 　 人
負 担 金

１回接種　２,２００円
※原則、国保病院で接種する場合のみ助成します。他医療機関に入院、もしくは施設に 
　入所している場合は助成対象となります。
※接種料金 3,700 円のうち、町より 1,500 円を助成します。
　※生活保護世帯の方は、個人負担金が異なりますので申込み時にお申し出下さい。

② 65 歳以上の方 ( 接種日に 65 歳になっている方 )

接 種 料 金 １回接種　３,７００円（乙部町国保病院で接種する場合）

③ 18 歳以上 ( 平成 10.4.1 以前に生まれた方 ) ～６４歳以下の方　
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日 月 火 水 木 金 土
／ ／ ／ ／ ／ ／ １

₂ ₃ ₄ ₅ ₆ ₇ ₈
休日当番医
道立江差病院
秋のクリーン作戦

（町内全域） 

中学校光濤祭
（乙中 午前 8 時 50 分〜）

たんぽぽクラブ
（交流 午前10時～）

 B 型肺炎ワクチン予防接種
（国保 午後 1 時 30 分～）

サロン「とよはな」
（豊セ 午後 1 時～）
就学時健康診断

（町館 午後１時30分～）

お達者ぴんしゃん教
室

（ケア 午前10時～）
麻しん風しん予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～） 
水痘ワクチン予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～）
  

町民歩け歩け大会
（町体 午前10時～）

₉ 10  敬老の日 11 12 13 14 15
休日当番医
乙部町国保病院
公民館講座

「秋の森林散策会」
（公民 午前 9 時 30 分〜）

休日当番医
厚沢部町国保病院

四種混合予防接種
（国保 午後１時30分～）

健康相談
（三愛 午前 9 時～）
健康相談

（三研 午前 9 時 40 分〜）

16 17 18 19 20 21 22
休日当番医
道立江差病院
町内各小学校
学習発表会
  乙小 午前８時 30 分〜
  栄小 午前 9 時～
  明小 午前 9 時～

よい子の歯科健診
（緑寿 午前 9 時～）
こころの健康相談

（江保 午後 3 時～）

ヒブワクチン予防接種
（国保 午後 1 時 30 分～）
日本脳炎ワクチン予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～）
肺炎球菌ワクチン予防接種

（国保 午後 1 時 30 分～）

健康相談
（ゆ里 午後１時30分～）

お達者ぴんしゃん教室
（ケア 午前10時～）
健康相談

（潮希 午後１時30分～）

みたい！よみたい！
絵本とかみしばい

（公民 午前10時～）
南 部 檜 山 清 掃 セ ン
ターは機械点検整備
のため休業となりま
す。

23 24 25 26 27 28 29
休日当番医
佐々木病院

おしゃべりサロン 
（姫ふ  午後 1 時～）

30 31
休日当番医
上ノ国診療所
つくし保育園
おゆうぎ会

（公民 午前 8 時 45 分〜）

すくすく広場・
たんぽぽクラブ合同

（交流 午前10時～）

10月のカレンダー

会
場
・
場
所
略
称

( 国保 ) 国保病院
( 町館 ) 町民会館
( 三愛 ) 三ツ谷愛郷会館
( 千研 ) 千岱野研修会館
( 豊セ ) とよはま地区センター
( 交流 ) 生きがい交流センター
( ゆ里 ) ゆりの里活性化センター

( 江保 ) 江差保健所
( 三愛 ) 三ツ谷愛郷会館
( 三研 ) 三ツ谷研修会館
( 緑寿 ) 緑町寿の家
( 姫ふ ) 姫川ふれあいセンター
( 潮希 ) 潮見希望館
( 町体 ) 町民体育館

9
25

9
26

9
27

9
28

9
29

9
30

ごみ収集の略称　①地区・・・滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区・・・豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、
　　　　　　　　　　　　　　温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
①地区

不燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
①地区

可燃ごみ収集
②地区

可燃ごみ収集
②地区



中
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自
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形
五
十
㍍

　

第
一
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藤
さ
く
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35
秒
8

　

第
二
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藤
崎
咲
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40
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9

小
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バ
タ
フ
ラ
イ
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十
五
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第
一
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牛
谷
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2

小
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メ
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リ
レ
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㍍

　

第
一
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乙
部
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1
分
21
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4

　

第
二
位 

乙
部
町
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1
分
40
秒
9

中
全　

メ
ド
レ
ー
リ
レ
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二
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㍍

　

第
一
位 

乙
部
町 

3
分
07
秒
1

小
全　

フ
リ
ー
リ
レ
ー
百
㍍

　

第
一
位 

乙
部
町
Ａ 

1
分
12
秒
8

　

第
三
位 

乙
部
町
Ｂ 

1
分
31
秒
4

中
全
フ
リ
ー
リ
レ
ー
二
百
㍍

　

第
一
位 

乙
部
町 

2
分
38
秒
7

八
月
二
十
七
日
（
乙
部
町
）

【
女
子
の
部
】

　

優
勝　
乙
部
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団

　

優
秀
選
手
賞　

瀧
澤
七
菜

九
月
十
一
日
（
乙
部
町
）

［
男
子
の
部
］

　

◆
団
体
戦 

第
三
位 

乙
部
町
Ａ

　

◆
個
人
戦 

第
四
位 

中
澤
正
弘

［
女
子
の
部
］

　

◆
団
体
戦 

第
六
位 

乙
部
町
Ａ

　

◆
個
人
戦 

第
四
位 

寺
澤
潤
子

〔 8 〕

　

教
育
委
員
会
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ

教
室
「
第
二
弾
水
泳
教
室
」
が
八

月
十
七
日
と
二
十
二
日
の
二
日

間
、
町
民
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

水
泳
教
室
は
、
町
水
泳
少
年
団

員
を
対
象
に
開
催
さ
れ
、
函
館
市

の
テ
ー
オ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か

ら
水
泳
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
二
名

を
講
師
に
招
き
、
体
幹
を
安
定
さ

せ
る
こ
と
や
関
節
の
使
い
方
な
ど

四
泳
法
を
正
確
な
フ
ォ
ー
ム
で
よ

り
速
く
泳
ぐ
た
め
の
技
術
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
、
町

制
施
行
五
十
周
年
記
念
ス
ポ
ー
ツ

事
業
と
し
て
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
や
プ
ロ
選
手
な
ど
を
講
師
に

野
球
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、サ
ッ

カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
各
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
を
一
過
性
の
事
業
と
し
て
終
わ

ら
せ
ず
、
継
続
的
に
ス
ポ
ー
ツ
振

興
を
図
る
た
め
今
年
度
も
各
種
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

第
一
弾
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
は
、

四
月
下
旬
に
プ
ロ
フ
ッ
ト
サ
ル

チ
ー
ム「
エ
ス
ポ
ラ
ー
ダ
北
海
道
」

が
乙
部
町
で
春
合
宿
を
開
催
す
る

の
に
合
わ
せ
て
実
施
。
少
年
団
の

子
ど
も
達
は
、
練
習
試
合
な
ど
を

通
じ
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
術
に
触

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
態
度
や

体
力
・
競
技
力
の
向
上
に
努
め
ま

し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る

～
ス
ポ
ー
ツ
教
室
「
第
二
弾 

水
泳
教
室
」
～ 第319号

教
育
委
員
会
だ
よ
り

     
明
る
く
元
気
で
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

『第２７回町民歩け歩け大会』
１０月８日（土）１０時～　会場：町民体育館前～姫川方面

　

八
月
二
十
八
日
（
乙
部
町
）

※
結
果
は
三
位
ま
で

［
男
子
の
部
］

小
三　

平
泳
ぎ
二
十
五
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第
一
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能
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第
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第
一
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小
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亮
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小
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自
由
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二
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第
二
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小
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木
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ぎ
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小
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牛
谷
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結
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秒
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自
由
形
五
十
㍍

　

第
二
位 

佐
藤
愛
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38
秒
4

中
二　

自
由
形
五
十
㍍

　

第
一
位 
西
村
芽
依 

41
秒
0

檜
山
管
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会

檜
山
管
内
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
競
技
の
部
」

第
四
十
二
回
檜
山
管
内
小
中
学
生

水
泳
競
技
大
会
乙
部
町
大
会



　７月から８月にかけて、町民体育館２階のトレーニン
グ室に本格的なマルチジム（トレーニングマシン）とラ
ンニングマシンが整備されました。これは、昨年の多目
的運動場（館浦）の整備に続いて、独立行政法人日本スポー
ツ振興センターのスポーツ振興くじから購入費用の助成
を受け整備したものです。
　マルチジムは、身体の様々な筋肉を鍛える動作を３人
同時に行えるのが特徴で、効果的かつ安全にトレーニン
グができる本格的なも
のです。ランニングマ
シンも体力に合わせて
ランニングからウォー
キングまでのスピード
調整ができ、負荷を増
すための傾斜設定がで
きるなど幅広い利用が
可能です。基礎体力の
維持・増進や筋力増強
にうってつけです。
　トレーニング室は町
民体育館の開館日に高
校生以上は無料で利用
することができます。
町民皆さまのご利用を
お待ちしています。
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図書室の新刊おすすめ紹介
【一般向け】
●大沼ワルツ　　　　　　　　　　　　　　（谷村　志穂）
●僕は少年ゲリラ兵だった　　　　　　　　（新潮社）
●「ほら、あれだよ、あれ」がなくなる本　（茂木健一郎）
●津軽双花　　　　　　　　　　　　　　　（葉室　麟）
●冒険の森へ４　超常能力者　　　　　　　（集英社）
●猿の見る夢　　　　　　　　　　　　　　（桐野　夏生）
●赤い刻印　　　　　　　　　　　　　　　（長岡　弘樹）
●学校教育の戦後７０年史　　　　　　　　（小学館）
●日本史の都市伝説　　　　　　　　　　　（山口敏太郎）
●１００円グッズでおしゃれ収納インテリアＤＩＹ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（tukuriba）

【幼児・児童向け】
●すごいぞ！甲子園の大記録　　　　　　　（講談社） 
●ファインディングニモ　　　　　　　 （KADOKAWA）
●映画ひつじのショーンシリーズ全３巻　　（金の星社）
●えいごでおしゃべりブック      　　　 （メディアバル）
●スタジオジブリの乗りものがいっぱい　　（徳間書店）
●はしる！新幹線「はやぶさ」　　　　　　 （鎌田　歩）

《皆さまのご利用をお待ちしています》

　

乙
部
中
学
校
選
挙
管
理
委
員
会

に
よ
る
平
成
二
十
八
年
度
後
期
生

徒
会
役
員
選
挙
が
九
月
十
二
日
、

乙
部
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。  

　

当
日
は
、
体
育
館
に
全
校
生
徒

が
集
ま
り
、
各
立
候
補
者
の
選
挙

演
説
と
推
薦
者
の
応
援
演
説
を
聞

い
た
後
、
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

投
票
で
は
、
乙
部
町
選
挙
管
理
委

員
会
の
協
力
で
、
実
際
の
選
挙
で

使
用
す
る
投
票
箱
と
記
載
台
を
使

い
厳
正
な
雰
囲
気
の
中
で
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
、
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ

れ
、
若
者
の
社
会
的
責
任
感
を
育

て
、
若
者
の
意
見
を
政
治
に
反
映

す
る
こ
と
を
目
的
に
選
挙
権
年
齢

が
十
八
歳
以
上
に
行
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
子
ど
も

達
が
社
会
の
中
で
自
立
し
、
他
者

と
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、
地
域

の
課
題
解
決
を
社
会
の
構
成
員
の

『みたい！よみたい！絵本とかみしばい』
１０月２２日（土）１０時～　協力：館浦婦人会読み聞かせの会

　町民プールは 10月 10 日（月）をもって
閉館します。

公民館講座（おとべ学）
「秋の森林散策会」

主
権
者
教
育
の
推
進

～
乙
部
中
学
校
生
徒
会
役
員
選
挙
～

一
員
と
し
て
主
体
的
に
担
う
力
を

身
に
付
け
る
た
め
に
主
権
者
教
育

が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

健康・体力作りにぜひ !!

ランニングマシン（上）
とマルチジム（下）

　ここ十数年ほど、森林から分泌される成分「フィト
ンチット」などが健康にいいと言われ森林浴人気が高
まっています。そして、乙部の山は自然豊か。ゆった
りと歩いて紅葉を楽しみませんか？今年は竹森を散策
するコースを設定します。
　下山後の昼食では、キノコ汁を用意します♪なお、
植生状態などの状況によって散策コース（場所）を変
更する場合がありますのでご了承下さい。
■日　時　平成 28 年 10 月９日（日）　
　　　　　午前９時 30 分（公民館前バス出発）
■会　場　竹森山方面
■持　物　歩きやすい服装、飲物、おにぎりなど
■参加料　200 円（キノコ汁材料代）
■申込み　10 月 6 日（木）午後４時までに公民館へ
　　　　　お申し込み下さい。（℡ 62－3311）
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お 知 ら せ

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

　

10
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
10
月
6
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
２
時

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時
45
分

▽
10
月
18
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
２
時
15
分

乙部町国民健康保険病院　10月外来診療日程表 診療受付時間　午前   8:30〜11:00
　　　　　　　午後   1:00〜  3:00

※診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持するためにも、可能な
　限り通常の診療時間内に受診いただきたくなど、適正受診にご協力お願いいたします。

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

午
前

村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬
奈
良

休
日
当
番
医

体
育
の
日

村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬

村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬
村
瀬

村
瀬
村
瀬
奈
良
村
瀬
村
瀬

村
瀬

休
診
奈
良
野
村
野
村
野
村

野
村
野
村
野
村
野
村

野
村
野
村
野
村
野
村
野
村

野
村
野
村
野
村
野
村
奈
良

野
村

午
後

村
瀬
奈
良
奈
良
奈
良
野
村

村
瀬
野
村
村
瀬
村
瀬

野
村
村
瀬
野
村
村
瀬
野
村

野
村
村
瀬
奈
良
奈
良
村
瀬

野
村

10 月は「不正軽油防止強化月間」です。
　檜山振興局では、不正軽油の撲滅に向け
た取組を強化しています。
　不審な軽油の売込みや軽油の密造など、
不正軽油に関する情報がありましたらご連
絡ください。

※不正軽油とは、軽油引取税を脱税するた
めに、軽油に灯油や重油を混和するなどし
た燃料油です。

ひやま show がい
ウィーク 2016

「北海道女性の活躍支援センター」出張相談会を実施します。
　　北海道では、女性の結婚、子育て、介護などライフステージや就業、起業など様々
な相談に対応する「北海道女性の活躍支援センター」を開設しています。
　この度、檜山振興局において出張相談会を開催しますのでお知らせします。

※北海道女性の活躍支援センターの取組について、詳しくはホームページをご覧下さい
・ＵＲＬ：http://www.l-north.jp/katsuyaku/
・担  当：北海道環境生活部くらし安全局道民生活課女性支援室（電話：011-206-6954）

　
10 月 17 日～ 23 日は行政相談週間です

－国の行政等に関する相談をお寄せください－
このような相談はありませんか。
☆道路がでこぼこになっていて通行に支障がある。
☆道路標識が分かりにくい。
☆登記や年金について、聞きたいことがある。
☆どこの役所に相談したらよいかわからない。
■行政相談委員は、あなたと行政を結ぶパイプ役です。
　・特設行政相談所の開設
　　行政相談委員が、住民の皆さんからの行政に対する苦情や意見・要望等の相談
　　に応じます。相談は無料で厳守いたします。
　日時：10 月 17 日（月） 13 時 00 分～ 15 時
　場所：元町　生きがい交流センター
　乙部町の行政相談委員は、今井琴音さん（住所／乙部町字緑町 703-2　電話 62-2727）
■函館行政評価分室でも常時、相談を受け付けています。
　「行政苦情 110 番」（電話 0570-090110）

期　間：平成 28 年 10 月 17 日（月）から
　　　　　　　　  10 月 21 日（金）まで
時　間：10 時から 15 時まで
場　所：北海道檜山振興局１階ロビー、４階
　　　　講堂
　　　　10 月 21 日（金）は江差町役場１階
　　　　住民ギャラリー
内　容：就労支援事業所等による展示・販売、
　　　　パネル展など
連絡先：檜山振興局保健環境部社会福祉課
　　　　電話：0139-52-6651　　担当　川上

●自分の趣味・特技を生かして起業してみたい。
●育児にひと段落がついたので仕事をしたいけれど、しばらく仕事をしてい
　なかったので自信がない。また、どうやって仕事を探せばよい？
●市民活動に参加してみたいけどどうしたらよい？

★日　時：平成 28 年 11 月 24 日（木）13 時 50 分～ 15 時 30 分
★場　所：檜山振興局　２階 201 会議室（江差町字陣屋町 336-3）
★相談員：伊藤順子（( 株 ) ワタラクシア代表取締役／行政書士）
★お問合せ・ご予約
　電話：011-204-5711、メール：kitanojyosei@sirius.ocn.ne.jp
　（お問合せ時間：月・火・木・金 10 時～ 16 時、水・土 10 時～ 13 時）

【相談例】
「不正軽油ストップ 110番」

フリーアクセス　0800-8002-110

10月15日〜10月31日は秋の全道火災予防運動期間です。



〔11〕 10月は不正軽油防止強化月間です。

　特に胃の調子が悪いわけでなく、毎年の胃バ
リウム健診も異常が無いので胃カメラを受ける
こともなく人生を歩んでいましたがピロリ菌が
気になり体験してみました。
　消化器内科を受診し、胃カメラの予約を入れ、
検査説明を受け同意書にサインをして予約は終
了。検査当日朝食を食べないで検査を行います。胃の中の泡を消す消
泡剤を飲み、のどの麻酔ゼリーをのどにためて、５分位待ちます。肩
に胃の動きを止める注射を打たれ、じんわり痛がっていると、横向き
に寝かされ検査開始です。鼻呼吸が上手くできず、苦戦しましたが医
師や看護師さんに優しい声がけしていただき、背中をさすられながら

「あっ」という間、５分もしないうちにカメラを抜かれ検査は終了です。
ピロリ菌の結果は１時間くらいで出るので、医師からカメラの結果と
併せて説明を受けました。
　検査後２時間ほど飲食は出来ませんが、お腹は空いていません。ち
なみにピロリ菌陽性で除菌治療を行いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　除菌成功した 40 代編集部員

胃カメラ体験記

道 立 江 差 病 院 か ら お 知 ら せ

整 形 外 科 午前　月～金曜日

循 環 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

消 化 器 内 科 午前　月～金曜日
午後　火曜日

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

総合診療（外科） 午前　火曜日と水曜日と木曜日
外 科 午前　14日金曜日のみ

小 児 科 午前　月～金曜日
午後からの受診は事前に連絡願います

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日
午後　水曜日

精 神 科 午前　月～金曜日
午後　月曜日

産 婦 人 科 午前　月～金曜日

耳 鼻 咽 喉 科 午前　4日・5日・12日・13日・18日・19日・26日・27日
午後　12日・26日

眼 　 　 　 科
午前　13日・27日
　　　（予約以外の方は10時までに受付）
午後　5日・19日・26日

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日
神 経 内 科 　　　7日・21日

外来診療体制
10 月の診療予定です

午前･･･ 8時00分～11時30分 
　　　 （初診の方は、9時00分～）                   
午後･･･1時00分～2時30分

※診療受付時間

診療日は予定であり変更になる場合もあります。
事前に病院にご確認の上、受診してください。

看護職員募集のお知らせ
　臨時および看護師職員を常時募集しております。
☎ 52-0036（内線 202）総看護師長 中野（離職した方でも、正
職員として再就職可能です。助産師、薬剤師、臨床工学技士も募集
しております。次回の職員試験実施予定日は 10 月 15 日、11 月
11 日です。詳しくは、北海道病院管理室ホームページへ

三割負担の患者さんの金額は
胃内視鏡＋ピロリ菌検査　約 6,000 円
ピロリ菌除菌薬代　約 2,000 円

ねんきんの窓
月々 400 円（付加年金）で増額しませんか

　国民年金第１号被保険者ならびに任意加入被保険者の方は、月々の定額保険
料（平成 28 年度 16,260 円）を納付する際に、付加保険料（400 円）を納付する
ことで、老齢基礎年金（平成 28 年度満額 780,100 円）に付加年金が上乗せされ
て受け取ることができます。						    
			 

①年金を受給してから２年間で納めた付加保険料と同額となるため、お得です。
②保険料は申し出をした月分からのお支払いとなります。			 
③支払った保険料は、全額社会保険料控除になります。
④受け取る付加年金は、定額のため物価などによってスライド（増額・減額）　
　はしません。
⑤第３号被保険者の方、国民年金基金に加入中の方は、付加年金のお申し込み
　はできません。	

☆お申し込みは、役場町民課年金係（電話 62-2311）☆

【１年間に受け取る付加年金額】
　200 円×付加保険料納付月数
☆例えば・・・付加保険料を 10 年間納めた場合
　老齢基礎年金　付加年金　　　　　　　　　
　　780,100 円＋ 24,000 円　＝　804,100 円

　納付　400 円× 120 月（10 年）＝ 48,000 円
　受給　200 円× 120 月（10 年）＝ 24,000 円

平成 28 年度　乙部町民健康づくり推進協議会

乙部町健康づくり交流会
と　き：11 月６日（日）
　　　　午後１時～３時 30 分
ところ：乙部町公民館

内容　・健康づくり活動報告　
　　　・「自分のできるコトで、誰
　　　　かのためになれる地域へ」
　　　　北海道教育大学函館校
　　　　准教授　齋藤　征人　氏
　　　・「乙部の農家のお話」（仮）
　　　　講談師  荒到　夢形　さん

詳しくは次号広報でお知らせしま
す。
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編　
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秋
分
の
日
に
行
わ
れ
た
森
林
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
、
私
も
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

小
さ
な
頃
に
参
加
し
て
か
ら
十
年
以

上
ぶ
り
で
し
た
が
、
今
回
は
樹
前
結
婚

式
が
行
わ
れ
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
イ

ベ
ン
ト
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
感
動
的
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

ま
た
来
年
も
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ま
だ
行
っ
た
こ
と
の
な
い
方

も
ぜ
ひ
行
き
ま
し
ょ
う
！

　

サ
ン
マ
や
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
よ
！

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

町 の 人 口
= ８月末現在 =

世帯数　1,929（＋２）〈＋1〉

人　口　3,932（＋２）〈−20〉
　男　　1,813（＋２）〈−９〉

　女　　2,119（±０）〈−11〉
（ ）内は前月との比較増減

〈 〉内は 3 月末からの累計増減

　

８
月
に
光
林
荘
で
山
形
県
か

ら
の
団
体
の
皆
さ
ん
に
箱
舘
戦

争
の
講
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

幕
末　

最
強
の
藩
と
し
て
領

地
内
に
官
軍
を
入
れ
さ
せ
な

か
っ
た
旧
庄
内
藩
の
地
域
か
ら

の
皆
さ
ん
で
す
。
旧
庄
内
藩
が

東
北
諸
藩
の
中
で
も
軽
い
処
遇

で
済
ん
だ
の
は
、
南
洲
こ
と
西

郷
隆
盛
の
意
向
と
い
わ
れ
未
だ

に
敬
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
歴
史
通
が
集
ま
っ
て
い
る
グ

ル
ー
プ
で
し
た
の
で
、
多
少
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

①
北
海
道
の
昆
布
が
徳
川
幕
府

　

を
滅
ぼ
し
た
と
い
う
自
説

②
西
郷
に
認
め
ら
れ
可
愛
が
ら

　

れ
た
山
田
顕
義

③
山
形
県
が
生
ん
だ
陸
軍
の
異

　

端
児　

石
原
莞
爾

　

特
に
石
原
莞
爾
の
話
を
乙
部

で
す
る
と
は
想
像
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

私
が
尊
敬
す
る
人
物
は
坂
本

龍
馬
と
河
井
継
之
助
で
す
。
石

原
の
陸
軍
大
学
校
の
卒
業
論
文

が
『
長
岡
藩
士
・
河
井
継
之
助
』

だ
っ
た
こ
と
で
僕
自
身
も
石
原

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

石
原
は
二
・
二
六
事
件
の
と

き
、
真
崎
大
将
に
向
か
い
「
バ

カ
！
お
ま
え
み
た
い
な
バ
カ
な

大
将
が
い
る
か
ら
こ
ん
な
こ
と

に
な
る
ん
だ
」
と
怒
鳴
り
つ
け
、

東
京
裁
判
の
判
事
か
ら
歴
史
を

「
お
よ
そ
日
清
・
日
露
戦
争
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
」
ま
で
遡
っ
て
戦

争
責
任
を
問
わ
れ
「
そ
れ
な
ら
、

ペ
リ
ー
を
裁
け
」
と
言
い
、「
こ

の
戦
争
で
も
っ
と
も
罪
深
い
戦

争
犯
罪
者
は
誰
か
」 

と
い
う
質

問
に
「
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
大

統
領
ト
ル
ー
マ
ン
で
あ
る
。
罪

の
な
い
人
間
を
、
原
子
爆
弾
に

よ
っ
て
殺
し
ま
く
り
、
20
万
人

も
殺
し
て
、
そ
れ
が
正
義
だ
と

言
え
る
の
か
」 

と
答
え
た
石
原

莞
爾
。

　
『
歴
史
と
は
過
去
と
の
対
話
』

と
言
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
も
多
少

形
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、

官
軍
上
陸
の
地
の
歴
史
ガ
イ
ド

を
起
点
に
お
客
様
の
興
味
な
ど

と
絡
み
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
お
客
さ

ん
の
嗜
好
に
合
っ
た
話
の
中
に

乙
部
町
の
歴
史
を
上
手
く
絡
め

て
少
し
で
も
多
く
の
乙
部
町
の

フ
ァ
ン
を
作
り
、
そ
ん
な
姿
を

見
ら
な
が
ら
子
供
達
が
誇
れ
る

町
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
最
終
年
度
の
活
動
で

通
常
の
活
動
の
他
、次
の
ス
テ
ッ

プ
に
対
し
て
の
模
索
的
な
活
動

も
し
て
い
ま
す
の
で
、
深
夜
に

夜
景
を
撮
り
に
行
っ
た
り
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
で
仕
事
等
も
多
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

上
手
く
乙
部
で
の
日
々
を
生

か
せ
た
ら
と
切
望
し
て
い
ま
す
。

　

改
め
て
乙
部
の
町
が
大
好
き

な
自
分
に
気
づ
て
い
る
毎
日
で

す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
地
域
活
性
化
担
当
　
今
　
昭
人

No.26

8
月
15
日
〜
9
月
14
日

　
こ
ん
に
ち
は

　
　
よ
ろ
し
く
ね　
　
　
　
　      　

盛
田　

航こ
う
た大

く
ん（
大
・
怜
子
・
男
の
子
）
花
磯

吉
田　

海か
い
き稀

く
ん（
真
樹
・
郁
恵
・
男
の
子
）
緑
町

菊
池　

笑え
み
な奈

ち
ゃ
ん（
亮
太
・
昌
子
・
女
の
子
）
元
町

ご
け
っ
こ
ん

お
め
で
と
う

　

 

古
川　

郁
紀　
（
江
差
町
）

　

 

笹
森
亜
矢
子　
（
緑　

町
）

　

お
く
や
み

　
　
申
し
上
げ
ま
す

鈴
木
タ
ミ
子
さ
ん（
92
歳
）花  

磯

佐
野　

勝
義
さ
ん（
83
歳
）緑  

町

荒
木　

啓
子
さ
ん（
90
歳
）元  

和

工
藤　

マ
ツ
さ
ん（
87
歳
）緑  

町

中
川　

義
晴
さ
ん（
82
歳
）緑  

町

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

10月は《道町民税第３期・国民健康保険税第４期の納期限》です。

▽
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

　
東
京
お
と
べ
会
一
同

　

二
万
五
千
三
百
六
十
円

▽
ふ
る
さ
と
寄
附
と
し
て

　
館
　
康
之
さ
ん
　(

神
奈
川
県)

		


二
万
円

　
大
原
　
裕
之
さ
ん
（
東
京
都
）

		


一
万
円

　
井
口
　
政
次
さ
ん
（
千
葉
県
）

		


十
万
円

　

あ
た
た
か
い
ご
寄
付
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

善
意
に
感
謝
し
ま
す

  さ
ん

  さ
ん


